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各 位 
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 代表者名 代表取締役社長    張能 徳博 

    （コード番号 9972 東証第一部） 

問合せ先 取締役執行役員経営企画本部長  木根渕 明 

（TEL：03‐5363‐0898） 

 

 

アルテックグループ新中期経営計画について 

 

 当社グループは、このたび 2010 年 11 月期から 2012 年 11 月期までの 3 ヵ年の新中期経営計画を策定いた

しましたので、その概要をお知らせいたします。 

 

■策定の背景 

当社グループの事業環境は、ペットボトル用プリフォーム等を製造する中国およびインドネシアの海外子

会社が、現地飲料市場の拡大に伴って着実に利益を創出しておりますが、当社卸売事業については、昨今の

大不景気による設備投資需要の落ち込みにより依然として厳しい状況が続いております。 

このような事業環境下においても、当社グループが堅実に成長し、利益を創出していく事業ポートフォリ

オを構築すべく、改めて各取扱商品およびオペレーション体制を分析・評価し直した上で、取扱商品分野ご

とに戦略を再策定いたしました。 

 

■3 ヵ年経営方針 

①「経営リソース再配分の推進による成長軌道への回帰」 

当社を中心とする卸売事業等については、今後高い成長の見込める分野への注力、なかでも特に高い成長

が期待できるエコカーや太陽光発電関連、燃料電池関連などの、省エネ・環境に関連した商品に注力する

とともに、今後高い成長の見込めない分野についてはオペレーションの効率化・最適化を図り、各取扱商

品分野から安定して利益を創出できる体制を構築してまいります。 

②「適切な設備投資と着実な成長」 

海外子会社を中心とするプリフォーム事業については、特に中国飲料市場の拡大によるペットボトル需要

の伸びが予想されることから、投資効率性を重視した適切な設備投資を実行してその成長機会を活かして

いくことに加え、更なる生産効率の向上に取り組み、着実に成長を続けてまいります。 

③「組織改革・業務改革」 

新セグメント会計への対応を踏まえた組織改革（2009 年 12 月 1 日付）をスタートに、コスト構造の見直

しを含む業務効率化の推進に取り組んでまいります。 
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■3 ヵ年計画数値（連結）       （単位：億円） 

 2009 年 11 月期 

（実績） 

2010 年 11 月期 

（今期計画） 

2011 年 11 月期 

（計画） 

2012 年 11 月期 

（計画） 

2009 年 11 月期 

対比 

売上高 221.8 230.0 272.0 300.0 135.3% 

営業利益 5.4 11.0 13.5 17.5 324.1% 

当期純利益 △9.7 8.0 10.0 13.5 － 

参考：EBITDA 14.0 18.0 20.0 23.5 167.9% 

※EBITDA：営業利益＋減価償却費 

 

以上 


